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テーマ「輝くシニア大集合」に 

ふさわしい見事な作品群に圧倒されました！ 
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９月 27 日に開催された「ところざわ倶楽部まつり」。展示部門では倶楽部、および

13サークルの活動紹介と 23名による 29作品を展示し、好評を博しました。光の反射

で写りの良くないものは掲載しておりませんのでご了承ください。 
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ところざわ倶楽部は、既に 11月１日から第 17期に

入っておりますが、来る 11月 22日に「第 17期定期

総会」を開催いたします。 

10 月 31 日までの第 16 期は、３年間続いたコロナ

感染症と生活・活動の制約から解放され、災害等の無

い平穏な地域内で、当初、計画された事業（催し）を

盛況のうちに終えることができました。 

第 17期定期総会の第１部では、この第 16期、とこ

ろざわ俱楽部全体の「活動報告」と「会計報告」、及び、

会長をはじめとする「役員・理事の改選案」をご承認

頂いた後、第 17期の「活動計画」と「予算案」につい

て、審議いたします。 

休憩をはさみ第２部では、富岡落語研究会などでご

活躍されております会員の、“水々亭めだか”さんに登

壇いただき、落語を一席お願いしております。 

そのあとは、会員懇親の場を設けます。従前は、市

民大学修了期ごとの席割りにしておりましたが、期別

出席者が細分化され、同期会の意味合いが薄れてきま

したので、今年はサークルごとに集まる場としたもの

です。 

複数のサークルに所属する方や、いずれのサークル

にも所属されない方もおられますが、コロナ後の「活

動形態の変化」や、所属されているサークルと、とこ

ろざわ俱楽部との連携の在り方を、もう一度考える機

会としていただければ幸いです。 

このところ、総会への出席者は 80 名前後ですが、

今総会は、より多くの皆様が御参加いただけます様、

準備をしてお待ちしております。 

 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 総会受付では、混乱を避けるため、サークル無所属の方を除き、原則として会費等の 

集金は行いません。別途、サークルを通じての集金にご協力下さい。 

＊ 懇談会では飲み物とおつまみを用意します。（会費 1,000円） 

 

ところざわ倶楽部第17期定期総会 

日時 11月22日 (水曜日) 

会場 所沢市民文化センター ミューズ 2階展示室 「ザ・スクエア」 

 

   13時15分 入場・受付開始 

   13時30分 第1部 第17期定期総会 

   （休 憩） 

   15時00分 第2部 落語「六尺棒」  

水々亭めだか さん 

            懇親会 

ところざわ倶楽部 第 17期定期総会のご案内 

総務部長 大西 優 
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廃食油と持続可能な航空燃料（SAF） 
 

 

 

 

 

1.なぜ廃食油が注目されているの？ 

 天ぷらや揚げ物に使った使用済みの食用油（廃食

油、UCO：used cooking oil）が注目されています。

例えば、東京都は都内の大手スーパーなどの店舗を

回収拠点として（店頭回収）、リターナブルボトル

（回収専用容器）を利用した家庭系廃食油の回収・

リサイクル事業に着手しました。回収された廃食油

は、石鹼やインク溶剤などの原料に、また一部は

SAF 製造への利用を検討中です。 

注目点は 2つ。 

 １つは家庭系廃食油です。飲食店、スーパー、食

品メーカーなどの事業者から発生する事業系廃食油

は、従来から回収・精製・再利用の仕組みが出来て

いて、多くが養鶏・養豚の飼料に、残りは石鹼原料

やバイオ燃料として活用されてきました。 

 他方、家庭系廃食油は、行政の拠点回収だけとい

う自治体が多く、より多くの回収が見込める店頭回

収は一部の地域に限られ、家庭系廃食油の殆どは廃

棄されています。幸い、東京都のように「未利用資

源」を活用しようという動きが広がりつつあります。

因みに、国内で発生する廃食油は、事業系約 40 万

t、家庭系約 10 万 t で、事業系は 38 万 t が回収・

資源化されていますが、家庭系のそれは 10％です。

（2021 年度、全国油脂事業協同組合連合会推計） 

 もう１点は、家庭系廃食油も SAF の原料と認識

している点です。SAF(Sustainable Aviation Fuel)

は持続可能な航空燃料とも呼ばれ、廃食油やサトウ

キビ（バイオマス糖）などを原料とするバイオ燃料

です。化石燃料と燃料特性はほぼ変わりませんが、

従来のジェット燃料に比べて CO2 の排出量を最大

80%削減可能です。SAF も使用時に CO2 を排出し

ますが、植物由来の原料なので、植物の成長時に光

合成によって CO2を吸収しますので、ライフサイ 

クルの CO2 の合計量はプラスマイナスゼロとみま

す。カーボンニュートラルの考え方ですね。SAF

は航空業界の気候変動対策の切り札とされ、廃食油

も脚光を浴びている訳です。SAF についてもう少

し触れます。 

 

2.SAF への期待と廃食油 

 政府は 2030 年から国内航空会社の使用燃料の

10％を SAF に置き換えることを義務付けました。

この目標達成には 2030 年で 170 万㎘以上の SAF

生産が必要になります。重さにすると 136 万 t（比

重 0.8 として）もの SAF 原料を確保しなければな

りません。 

 もちろん SAF の原料は廃食油に限らず、植物、

都市ごみや廃材、藻類など様々のバイオマス資源か

ら製造が可能です。「ASTM D7566」と呼ばれる国

際規格があり、2022 年現在 7 種類の製造方法が承

認されていて、製造方法に応じて従来の化石燃料へ

の混合比率(10～50%)も規定されています。ただ多

くの製造方法は事業化を進めるかどうかの検証段階

で、2030 年時点では、主に廃食油やバイオマス糖

の利用が想定されています。 

 現状は SAF の需要に対して供給が足りないので

す。開拓可能な巨大市場があると言えます。SAF

で先行する欧州企業が廃食油を高値で買い付けて、

輸出向けが急増し、あおりで飼料向け原料が減少し

たり、価格が高騰したりしています。事業系廃食油

では、全体の 30%（12 万 t）が輸出され、それを原

料として製造された割高な SAF を輸入している状

況があり、その改善が課題です。 

 家庭から出る廃食油 10 万 t の約 9 割は廃棄=未利

用資源です。この部分の回収は、東京都や入間市で

も始めたように、市民・事業者・行政の協力による

「店頭回収方式」が有効です。家庭系廃食油は、飼

料安全法で飼料向け原料には回せませんので、回収

分はバイオ燃料、ひいては動きだした国産 SAF 製

造事業への原料供給も可能になります。 

 

≪参考資料≫ 

東京都環境局、札幌市、㈱ユーグレナのホームページ 

経産省『SAF の導入促進に向けた施策の方向性につ 

いて』2023/05/26 

「再 生 可 能燃 料 、 難 路の 確 保」『日 経 新 聞 』
2023/08/08 

環境問題シリーズ 第 34 章 

地球環境に学ぶサークル  大江 宏 
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サークル活動報告 

 

 

 

 

私たちのサークルは今年度（2023年度）6名の新入会員を迎えました。所沢の歴史に興味を持っておられる方

が沢山おられるということはうれしいことです。「好奇心を持つ、コミュニケーションを持つ」ということが長生きの秘

訣の一つと言われています。そういう意味で「ところざわ俱楽部」は多くのサークルの集合体で素晴らしい組織だ

と思います。 

現在私たちのサークルは①体験(郷土料理、茶摘

み) ②探訪(神社仏閣・歴史散策) ③見学(美術館・博

物館・工場) ④講座(歴史講座・出前講座) ⑤バス旅

(世界遺産・歴史的建造物) ⑥懇親会など各 8～9 名

の 5グループ構成で、企画運営しています。 

そうした中で相互に親睦を深め、発足以来 13 年、

先輩から後輩にバトンタッチされて、サークルの歴史も

お陰様で途切れることなく継続されています。 

今年も新入会員を迎える季節になりました。今年は

何人が加入されるでしょうか、多くの方の加入をお待ち

しております。 

今後とも人は替わっても「野老澤の歴史をたのしむ

会」はいつまでも続いてもらいたいものです。 

年々歳々花相似たり 歳々年々人同じからず 

 

 

 

 

 

 

 

「ところざわ俱楽部まつり」メンバーみんなで民話語りに参加。そして私は緊張の初舞台。  

   

🌸「ほうおうとえび」愛と幸せ運ぶ鳳凰・運気上昇の海                      

老・亀は万年長寿の象徴、おめでた揃い。 

己心の地 空 海を旅する話に、聴き手は自分を見つ  

めつつ未知の世界が広がっていきます。なんとも自   

由な展開は、まだまだ先へと続けていけそうな気が   

します。 

  

🌸いつの時代も、戦(いくさ)のない世の中は、みんな  

の願い。 

「車返しの弥陀」は、権力闘争の中で安穏を諦めない  

しぶとさを感じました。平和が続く所沢であれと、未 

来をリードしているようでもあります。寺院・神社等 

に伝わる話はありがたい話が多く、史跡巡りに類似。言い伝えには力強い知恵や暖かさが満ちていて、 

庶民側が主役の物語りに私は心魅かれます。 

 

🌸民話の魅力は、人々の生活から生まれて人々に戻る。生命をたがやしゆっくり育つ・・でしょうか。    

会えない切なさ、人恋しかったあの頃を忘れないよう。創作民話を携えて地域に飛出し、子どもや高齢

者との直接の交流で楽しみを共有したいですね。会発足11年目ですが、近い将来には、珠玉の[創作民

話集]を発刊し、保育園・幼稚園・小学校・図書館などの本棚に置かれて読まれたら、とても嬉しい希

望になります。

 

野老澤の歴史をたのしむ会 粟屋 貴夫 

民話の会 上福井 志津子 

年年歳歳花相似 歳歳年年人不同 

民話は豊かな大地 
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サークル活動計画 興味のある活動に参加してみませんか？ 

1. アジア研究会 （玉上 佳彦 090-2497-1076）  

11月15日(水)13:30～16:00 中央公民館8･9号室 

テーマ：「イスラム法とコーヒーの話」 

 講師：大東文化大学准教授吉村先生 

12月13日(水)13:00～16:00 中央公民館8・9号室 

 当麻会員に「パレスチナを訪ねて想う」        

  －イスラエル・パレスチナ問題を討議しましょう－ 

8. ドラマティック・カンパニー（高橋 信行 090-9393-6238） 

 

11月25日(土)10:00〜12:00 中央公民館学習室3号 

シェイクスピア戯曲「恋の骨折り損」 

（松岡和子訳・ちくま文庫)朗読 

12月2日(土)10:00〜12:00 中央公民館学習室3号 

「恋の骨折り損」朗読続き 

 2. 楽悠クラブ （田村 健一郎 2949-3434） 

11月14日(火)13:15～16:30 中央公民館3階8･9学習室 

  ミュージカル「屋根の上のヴァイオリン弾き」 

11月14日(火)11:00～13:00 中央公民館１階学習室1号 

役員会「2023年レビュー＆2024年の計画」 

12月12日(火)13:15～16:30 中央公民館3階8･9学習室 

「楽悠クラブ総会」＆ 映画「12月戦場のメリークリスマス」 

9. 懐かしの映画・鑑賞会 （二上 拓夫 080-1250-6151） 

11月14日(火)10:00～12:30 西新井町会館   

邦画「夜霧よ今夜も有難う」(`67年)裕次郎・ルリ子・二谷 

11月21日(火)10:00～12:30  西新井町会館 

洋画「パリは燃えているか」（‘66 年）米・仏 ドロン・他    

パリ解放の2週間を描く ドイツ軍へ市民の反撃 

⇒ 年度纏め会 一年の総会 開催!! 9:45頃より実施 

3. 食を通して所沢を知る会（岡部 まさ子 080-5872-1868） 

 

11月14日(火)10:00～ ふらっと 総会懇親会準備  

11月28日(火)10:00～ ふらっと 例会 

  岡部会員による講演 

   

10. 脳活サークル （加曾利 厚雄 2939-2308）  

 

11月27日(月)13:30受付、14:00開始 中央公民館・音楽室  

「楽しく音楽療法♪」講師：高橋小絵様（音楽療法士） 

 サークル会員外のご友人などお誘い歓迎。 

12月11日(第2月曜日)11：00～「藍屋」にて 

「今年度を振り返っての雑談と昼食会」 

4. 地球環境に学ぶ （小田原 一博 080-6537-2670） 

11月9日(木) 上野原リニア新幹線見学 

地球環境・自然と農業の合同バス旅行 

11月21日(火)10:00～12:00 新所沢東公民館 読書会 

泉房穂著「社会の変え方」第2回 

11月28日(火)9:00～12:00 新所沢東公民館 月例会 

環境討論、持寄り報告、他 

11. 傍聴席 （石堂 智士 2947-0835） 

 

11月20日(月) 新所沢東公民館 研修室1号 

テーマ：「新人等市議会議員との意見交換会」を予定。 

不可の場合は「所沢市財政トークスの学習」と市長選結果自由

討議を予定。 

12月18日(月) 12月テーマは11月例会で検討 

5.所沢シニア世代地域デビュー支援の会（田口 元也 090-9820-5668） 

 

11月8日(水)13:15～15:00 中央公民館 1階 学習室3号 

 サロン「ひよこ塾」（定例会）テーマ「100歳時代をどう生きる」 

＜SP スマイルパイレーツ練習日＞どなたでも見学大歓迎！ 

11月11日(土)13:30～16:00 中央公民館 3階 学習室8・9号 

11月25日(土)13:30～16:00 生涯学習推進センター 多目的室 

 

12. 民話の会 （仲山 富夫 090-3902-0283） 

 

11月24日(金)10:00～13:00 こどもと福祉の未来館 

 多目的室1号 総会  

① 16期活動の振り返り（会計報告） 

② 17期の役員選任と活動計画づくり 

12月22日(金) 定例会 こどもと福祉の未来館 

6. 所沢の自然と農業 （稲村 洋二  090-5530－4703） 

 

11月9日(木)  日帰りバス旅行 地球環境の会と共催 

11月21日(火) 柳瀬荘黄林閣ボランティア 

11月24日(金） 柳瀬荘黄林閣ボランティア 

12月７日(木）  13:00～15:00 定例会＆忘年会  

13.IT サロン（ところざわ倶楽部）（玉上 佳彦 090-2497-1076） 

 

11月6日(月)  13:00～16:00新所沢公民館 学習室5号 

11月27日(月) 13:00～16:00新所沢公民館 学習室5号 

12月18日(月） 13:00～16:00新所沢公民館 学習室5号 

7. 野老澤の歴史をたのしむ会  （粟屋 貴夫 090-2746-9840） 

11月16日(木)8:00～18:30 

 バス旅行「加曾利貝塚＆佐倉市歴史的町並み探訪」 

11月24日(金)9:10 所沢駅西武百貨店前2番バス停集合 

 「太平記と所沢の歴史を学ぶ」 

 鳩峰八幡神社→将軍塚→久米川古戦場跡（解散）12:00 

 講師：武蔵野学院大学教授 高橋恵美子先生 

理事会報告  

・次期役員（理事）候補者応募を10/25締め切りました。自薦応

募はありませんでしたが、欠員はあるものの何とか候補がそろい

ました。11/13の理事会にて総会資料案を提示します。 

・11/22（水）17期総会に向けて、会費等の集金をサークル単位

で開始しています。ご協力よろしくお願いします。 

次回理事会11/13（月）10時中央公民館 現・新候補理事出席 
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みんなの広場   

第 52 回  
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次回（第 90回）課題「自由」そして「自由題」 

締切り日：11 月 20 日、担当中島まで、どなたでも 

宛先 mh-naka@jcom.home.ne.jp  

Fax 04-2928-1161 編集後記  

最近軽井沢の大日向を訪問しました。上皇御夫妻が訪問されたと以前ニュースで報じていた為ぜひ一度行ってみた

かったのです。大日向公民館に大日向開拓記念館があると調べ尋ねましたが閉まっていました。ウロウロしていると

近所の方が通りかかったので尋ねると関係者に連絡してあげる、と言われました。やがて一人の男性が現れました。

「自分はここの説明は出来るがあいにく今日は鍵がない」ということで次の日を約束しました。 

次の日定刻より早くその男性は待っていてくれました。丁寧な説明の時に「自分は満州開拓移民として親と一緒に

渡った」と言って集合写真の中の小さな子供を指しました。 

ところで「広場」の編集に携わっていても尊い原稿に出会う度、なぜか涙することがしばしばあります。 

書いたその方のその時の情景と思いが読んだ我々に直に届くからです。 

それと同じことが、大日向公民館で一生懸命説明してくれた、高齢の男性から伝わってきました。書く事もそれを誰

かに伝えて行こうとする事もとても素晴らしいと私は思います。 

「人間だもの」だからです。                                 新井 記 
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地球環境に学ぶ 
      中原 幹男 

～所沢市民フェスティバルに参加して～ 

 

所沢市民フェスティバルに参加して 

 

10 月 28 日（土）と 29日（日）にわたって航空公園で開催

された第 44 回所沢市民フェスティバルに参加しました。これ

は、所沢市最大のイベントと言っても良いでしょう。 

地球環境に学ぶサークルメンバーが関与している所沢環境

市民の会・所沢市民ソーラー・トコトコ農園のほか、市民電力

グリーンピープルズパワー・所沢アドバンス・木の家大好き

の会の 6環境団体が連合して「アース DAY！」として航空公園

駅直近の最も目立つところにブースを構えました。 

今年も天候に恵まれ、27万人もの来場者があったようです。

所沢市外からも大勢の来場者があり、所沢市 34万人口に対し

て 8 割にも相当します。特に家族連れが目立ち、飲食・物販

関係のブースは列をなしていました。私自身、このような大

きなイベントに立ち寄れる拠点があることで、地元にいる居

心地の良さを感じました。 

次回はところざわ倶楽部も参加できると良いですね。 
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